
 

    
 

 
 

 
 

     

今
年
も
県
世
界
遺
産
課
事
業
の
絹
文
化

継
承
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

四
年
生
が
先
週
か
ら
四
齢
の
蚕
を
六
百
頭

ほ
ど
飼
い
始
め
ま
し
た
。
月
末
に
は
収
繭

で
き
る
予
定
で
す
。 

そ
こ
で
今
回
は
養
蚕
に
ち
な
ん
で
、
黒

岩
に
残
る
蚕
神
の
石
造
（
像
）
物
「
絹
笠

大
神
」
を
紹
介
し
ま
す
。
（
左
写
真
） 

            

今
年
５
月

24
日
の
上
毛
新
聞
で
は
富

岡
製
糸
場
世
界
遺
産
伝
道
師
協
会
の
調
査

で
、
県
内
の
「
蚕
神
」
が
４
５
６
件
確
認

で
き
た
こ
と
が
記
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

形
態
別
で
は
文
字
塔
１
８
９
件
、
石
祠
（
せ

き
し
）
71
件
、
社
寺

70
件
、
石
像

48
件
と

あ
り
ま
し
た
。 

『
富
岡
市
の
石
造
物
』（
富
岡
市
教
育
委

員
会
）
に
よ
る
と
市
内
に
４
件
の
石
造
物

が
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
内
３
件
は
文

字
塔
で
「
衣
笠
明
神
」
（
額
部
）
「
蚕
影
大

神
」（
丹
生
）「
衣
笠
大
神
」（
丹
生
）
と
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。
残
る
１
件
が
下
黒
岩
字

関
口
に
残
る
石
造
（
像
）
物
で
半
肉
彫
り

の
絹
笠
大
神
立
像
で
す
。（
上
写
真
及
び
像

部
分
の
陰
影
を
強
調
し
た
も
の
が
左
図
） 

          

前
著
に
よ
る
と
「
蚕
の
守
り
神
で
あ
る

蚕
神
を
祀
る
こ
と
は
、
養
蚕
の
盛
ん
な
群

馬
県
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
大
切
な
民
俗

信
仰
の
一
つ
で
あ
る
。
蚕
神
は
オ
シ
ラ
サ

マ
、
蚕
影
（
こ
か
げ
）
様
、
蚕
玉
（
こ
だ

ま
）
様
、
衣
笠
（
き
ぬ
が
さ
）
様
、
絹
笠

（
き
ぬ
が
さ
）
様
、
馬
鳴
（
め
み
ょ
う
）

様
な
ど
地
方
に
よ
っ
て
名
称
は
変
わ
る
が

塔
と
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
は
少
な

い
。
こ
の
信
仰
は
、
個
人
・
家
と
し
て
な

さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
刻
塔
以
外
に
御
札

で
表
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
」
と
あ
り
ま
す
。 

こ
の
下
黒
岩
の
衣
笠
大
神
像
の
石
造
物

は
、
関
口
の
黒
澤
家
の
屋
敷
神
様
の
石
祠

に
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
（
左
写
真

の
右
か
ら
二
番
目
）
。
家
と
し
て
蚕
神
を
大

事
に
祭
る
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

黒
澤
様
に
よ
る
と
建
立
時
期
は
分
か
ら

な
い
そ
う
で
す
。
黒
岩
探
訪

26
号
に
載
せ

た
よ
う
に
明
治
末
期
の
大
養
蚕
農
家
の
一

軒
に
中
央
地
区
の
黒
澤
家
が
あ
り
関
係
が

う
か
が
わ
れ
ま
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黒
岩
探
訪

 

た
ん 

ぼ
う 

KUROIWA 
くろいわ  

 

養
蚕
信
仰
の
証 

か
い
こ
が
み 

 
 

 
 

き
ぬ
が
さ
お
お
か
み 

蚕
が

神
石
造
物
「
絹
笠
大
神
」 

 
 

3 0 

黒岩探訪バックナンバーが小学校のウエブページに  
載っています。「黒岩探訪」で検索してください。  
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